
 

 

 

 

 

 

 

 

□６月１６日(日)１４:００～１７：００昴定例レッスンが開催されました。 

佃さんの体操・吉岡さんの滑舌訓練・千秋さんのヴォイストレーニングにはじまり、本並先生の指

揮で、まず「昴はうたう」(千秋昌弘作詞・森二三作曲)をレッスンしました。（「昴はうたう」は昴

の初めての創作曲で、昨年 8月に第 1稿を作詞作曲。その後作詞・作曲者で推敲を重ね、第 13回コ

ンサートの第 3部の最後の曲として歌おうというところまで来ました。レッスンを重ねて「昴の歌」

にしていきましょう！ 

休憩・連絡事項の報告をはさんで、引き続き、本並先生の指揮で、「方正の青い空」と「U Boj!」を

レッスンしました。2 曲ともアカペラ・男声 4部の新曲での挑戦です。13 回コンサートでの「昴の

新しい魅力」を聴衆の皆さんに聴いていただくことになりましょう！ 

最後に、今年の合発曲「日々草」「朝露」を、本番に向けて細部をチェックし、集中力を出して復唱

しました。ピアノ伴奏は森二三さん。参加者は全３１名でした。（なお、副指揮者の伊藤さんは「全

国指揮合唱講習会」（6/14～6/16 日本のうたごえ協議会主催 長野県松本市）に研修・出張されま

した。） 

「昴はうたう」の歌詞の変更 

４１～４２小節：「Ah Ah AhAhAhAh----- 」 ⇒ 「Ah  Ah うたおうーー」へ 

 

「U Boj!」の歌詞の変更 

原語の歌詞は１番・２番とありますが、１番を２回繰り返して歌います。２番は歌いません。 

 

 Subaru 

 昴 男声合唱団 ニュース№６９４  １９．6．18 

13回コンサート予定曲と 19年合発曲を 

引き続きレッスン！  

！ 
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連絡事項 

（１）昴の市内南部合唱発表会：７月２８日(日) 鶴見区民センター 

 参加団体：１４ 本番９番目(１４:０６～)選出：５団体＋前回シード２団体、交流・小編成・オ

リジナル計５団体 要員：ドアマン(吉岡)、審査員(大畠) 参加費:７００円 

 

（２）オリジナル発表会 ９月２２日(日) ビアーレ大阪(本町) 

  「方正の青い空」「昴はうたう」の２曲で団として参加します。２曲とも練習の途中であり、発

表までまだまだの段階ですが、昴としての創作曲を大阪の合唱団として発表する機会です。参加で

きる方向で努力しましょう！ 

 

（３）日本のうたごえ祭典２０１９(京都祭典)の出演について 

「音楽会Ⅲ」(テーマ：平和のバトン)で「労働者の合唱:歌劇沖縄(男声合同)」で昴は参加します。 

 

（４）大阪のうたごえ祭典(２０１０年２月２３日 フェニーチェ堺)の企画案が発表されました。 

なお、京都祭典・大阪祭典については、その詳細は後日のニュースでお知らせします。 

 

（５）２０１９年昴総会の開催について 

  ２０１９年８月１１日(日)～１２日(月・休)：新大阪ユース 

１年の昴の総括と今後１年の昴の活動方針を決める大事な総会です。各自の予定に入れてください。 

なお、議案書づくりに関係各位はご協力お願いします。 

    

 

●１３回コンサートの第２部出演（ゲスト２０分）を依頼していましたナターシャさんはご本人の

健康上のご都合により、出演辞退の連絡がありました。あらたに「音登夢（おととむ）」に依頼しま

した。快諾です！バイオリン・チェロ、コンサートの音楽集団「音登夢（おととむ）」 
Welcome to Ototom Music World ヴァイオリン（木村直子さん）とチェロ（木村政雄さん）のデユオ 

ホームページを検索、ご覧ください。http://ototom.com/ 

●「方正の青い空」関係のニュース No.694(2/5) 
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「方正」について   (岡邑さんから投稿いただきました) 

 広島･長崎の原爆で２１万人、沖縄戦では１９万人もの人々が犠牲になりました。 

 しかし中国の満州で 22 万 5 千人もの人が犠牲になった事はあまり知られていません。 

 この「方正」の歌は，あまり知られていないその歴史の一こまに光りをあてたものです。  

 第 2 次世界大戦の終戦間際、ソ連軍が参戦、関東軍は開拓民を置き去りにして逃亡しました。 

満州の中で犠牲者がもっとも多かったのが「満蒙開拓団」と「満蒙義勇隊」で合わせて 32 万 2,000 人

の内 8 万人が犠牲になりました。 

もともと中国の土地である旧満州に国策として送り込まれ

た開拓民はソ連の参戦、敗戦の報せで逃げ惑いました。零下 40

度という酷寒にさらされ、飢えと栄養失調、発疹チフスなどで

この方正で亡くなったのです。 

それから数年、累々たる白骨の山を見た残留婦人が埋葬した

いと申し出、その声はやがて、周恩来首相に届き許可されまし

た。 

墓石はイタリア製の花崗岩で有名な書家が「方正地区日本人

公墓」と碑銘を刻みハルビンから２日がかりで運ばれました。

日中が国交を回復する１０年も前の事でした。 

文化大革命の時、紅衛兵たちが、この墓を破壊しようとしま

した。しかし黒竜江省政府は「これは日本軍の墓ではない。日

本の庶民の墓である。彼らに罪はない」と紅衛兵の要求を退け

ました。その後も、墓守をおき、長年にわたって日本人公墓を

守り続けてくれているのです。  

中国で唯一の日本人公墓には 5000 人近い死者が眠っていま

す。そしてこの公墓は黒竜江省の山間地に今日も静かにたたず

んでいます。 

1940年の満州の人口 

 満州人(漢族、満州族)  38,885,562 人 

    日本人          2,128,582 人 

  その他白系ロシア人含む      66,783 人 

  合計          41,080,927 人 

日本人の中に朝鮮人を含む。 

朝鮮人の中に台湾人を含む 

 日本人のみは 819,582 人 

 

●今日、「星火方正」5 月号に次の記事を見つけました。長野県の「満蒙平和記念館を訪れて」です。 

長野県からは日本で 1 番多くの人が満蒙開拓団に送り出されています。 

記念館の寺沢館長はブログで 

「2016 年 11 月 17 日天皇、皇后両陛下が記念館を訪れた。・・ご来館は両陛下の『強いご希望』によ

って実現・・両陛下は満蒙開拓という史実に対して国民のみなさんにもう一度目を向けてほしいと

いう願いの元にご来館くださったものと思います。・・」しかし、テレビや新聞の報道は大きく無か

ったとあります。 ・・・岡邑(2019.6.18 メールにて) 
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●千秋さんより、メールにて投稿いただきました。(2019.6.18) 

 

「今日、仕事先で、満州の話を偶然聞かしていただきました。体験者が身近におられ、偶然お話

を聞かせて戴き、感激し、文章化し送ります。（添付） 

なお、昴バリトンの大橋さんから 2019年 2月 24日付京都新聞の貴重なコピーを頂きました。 

「女性抑留者 121 人の名簿、ロシア公文書館で発見、過酷な実態、解明端緒に「抵抗せず渡すこ

と」上官指示、791 部隊看護師ら証言」 

地図、旧満州、ハルピン、方正、佳木斯、松花江、ハバロスク、アムール川。くわしくは最寄り

の図書館等で新聞の閲覧をお願いします。 

ソ連軍が要求した①酒②女に上官から性接待を受け入れるよう指示されたことなどが書かれてい

ます。」 

(添付の文章) 
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思
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耳
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遠
い
の
で
耳
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近
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大
声
で
話
さ
な
い
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会
話
に
な
ら
な
い
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「
今
、
お
い
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つ
で
す
か
」 

「
あ
ん
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や
（
笑
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十
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ン
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私
よ
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ら
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「
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ま
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で
聴
け
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な
ん
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嬉
し
く
て
忘
れ
ぬ
間
に
書
い
て
み
た
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